
福岡から、
世界へ貢献
する人財へ

対 象 者 社会人、大学院生（概ね35歳以下）

募 集 人 数 ６名以内
参加者負担金 １５万円限度
※応募方法は裏面を参照ください

福岡県×国連ハビタット福岡本部 福岡から世界へ！

自社の技術で海外進出を目指したい経営者の方、世界を舞台に社会貢献を
考える技術者の方、海外事業への大きな一歩を踏み出してみませんか？
国連ハビタット、JICA九州、海外進出事例を持つ企業からのメンターの協力の
もと、国内で研修を積みながら、カンボジアをフィールドに事業企画を作成します。

事前国内
研修
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海外研修
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成果報告

技術分野例 再生可能エネルギー技術、ごみ処理、
浄水技術、建築技術、雨水活用、上下水処理、農
業関連、洪水防止技術、遮熱技術等

排水
問題

主 催 公益財団法人福岡県国際交流センター 協 力 国連ハビタット福岡本部

（福岡県からの委託により実施）

カンボジア王国 プノンペン都、シアヌークビル市など
（国連ハビタットカンボジア事務所、グリーン・ビルディング現場、廃棄物
処理施設、マングローブ保護エリア、雨水貯留施設など）

海外派遣期間 ２０２３年１月８日（日）～１２日（木）
※現時点での予定の為、変更の可能性あり

※写真はイメージです

令和４年度若手技術者・経営者向け実践型海外派遣プログラム
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の放置

経済
発展

水質
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応募締切
９月30日（金）
１７時まで

派遣先



次のすべてに該当する者とします。
（１） 派遣時において、概ね３５歳以下の者を対象とし、福岡県内に所在する企業（個人経営含む）、大学院に

在籍していること。
（２） 在籍している企業・大学院が開発途上国が抱える課題の解決に関連する技術を有している又は研究し

ていること（技術分野例は表面を参照）。
（３） 英語によるコミュニケーション能力を有していること。
（４） 国際協力や国際事業に強い関心と問題意識を持ち、これらに携わる意欲があること。
（５） 心身ともに健康であり、国内研修、海外研修、成果報告会のすべてに参加できること。
（６） 原則として、新型コロナウイルスワクチンの３回目接種が海外研修出発１４日前までに完了していること。

（但し、新型コロナウイルス感染拡大状況等により、要件等を変更する可能性があるので、その場合は
別途センターからの指示に従うこと）

（７） 主催者の指示により海外研修出発直前にＰＣＲ検査を受けること。

応募資格

問合せ・申込先
公益財団法人福岡県国際交流センター 〒810-0001 福岡市中央区天神1-1-1 アクロス福岡西館８階
受付時間 月～金（祝日を除く） 8:30～17:45
Tel: 092-725-9204   Email: exchange@kokusaihiroba.or.jp 企画交流部 熊川・荒木

スケジュール（予定）

◆選考
９月３０日（金） 応募締切

10月 ５日（水） １ 次選考結果通知
10月10日（月・祝） ２次選考（面接）
10月1４日（金）までに参加者決定通知
※本人に電子メールで通知します。

◆事前国内研修
（講義、事業計画策定ワークショップ）
第１回 10月29日（土）
第2回 11月12日（土）
第3回 12月17日（土）

◆海外派遣
場所 カンボジア王国（プノンペン都、シアヌーク

ビル市等）
時期 2023年1月8日（日）～12日（木）

◆事後国内研修
（事業計画ブラッシュアップ、発表準備）
２月上旬（土日祝日）

◆成果報告会
2月下旬（土日祝日）

応募方法
募集要項をご確認の上、参加申請書を、下欄申込
先へ簡易書留で郵送又は電子メールにてお送りくだ
さい。持参することも可能です。

＜募集締切＞

令和4年9月30日（金）17時 必着

＜募集要項＞ ＜参加申込書＞

読み込めない場合は（公財）福岡県国際交流センター
ホームページからアクセスしてください。

募集要項・申込書
↓ダウンロード↓

参加者
負担金

1５万円限度
※参加者負担金の他、パスポート取得費用、PCR等検査費用、事前研修等にかかる

交通費などは参加者の自己負担となります。詳しくは、募集要項をご確認ください。


